
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

  

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

県会議員 おくむら のりこの 

 

22018年 2２３月１１第３０３号 

日 第２７７号 ――奥村のり子生活相談所―― 
〒640-8212 和歌山市杉ノ馬場 1-11 

＆ＦＡＸ 073－４２７－７１２１ 

Eメール  w-jcpken@naxnet.or.jp 

２０１９年１０月１３日第３７６号 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 T

a
lk

  

 リレートーク  Relay talk 

 

 

 

リレートーク 

      のり子の週間日誌（主なもの） 

１０月１１日 福祉環境委員会視察 市政報告会 
   １２日 市駅まちなか まちぐるみミュージアム    

  １３日 IR 学習会 日韓問題学習会 
  １４日 県政市政報告会（河西地域） 
      県赤旗囲碁将棋大会あいさつ 

１５日 会議 
 １６日 会議 懇談会 
１７日 市駅前生活相談 河西バスツアー 視力障 

碍者の生活を守る会県交渉 市民連合わかやまと懇談 
 

  

 

１
０
月
８
日
（
火
）
公
営

企
業
会
計
決
算
の
審
査
が
行

わ
れ
、
日
本
共
産
党
議
員
団

か
ら
私
と
森
下
議
員
が
審
査

に
臨
み
ま
し
た
。 

審
査
の
結
果
、
日
本
共
産

党
は
、
決
算
認
定
に
反
対
し

ま
し
た
。
以
下
、
討
論
の
一

部
を
抜
粋
し
ご
報
告
し
ま

す
。 【

有
収
率
向
上
対
策
に
つ

い
て
】
当
該
年
度
は
、
毎
年

計
画
的
に
上
げ
る
と
し
て
い

る
有
収
率
が
０.

４
％
下
が

っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
新

し
い
都
市
計
画
道
路
の
随
伴

工
事
に
関
わ
る
新
設
に
予
算

が
大
き
く
投
じ
ら
れ
た
事
か

ら
。
と
の
事
で
あ
る
。
有
収

率
向
上
対
策
は
か
ね
て
よ
り

本
市
に
重
要
課
題
で
あ
り
、

漏
水
を
な
く
す
こ
と
で
作
っ

た
水
を
合
理
的
に
送
配
水
で

き
る
根
拠
と
な
る
。
当
該
年

度
に
で
き
な
か
っ
た
分
は
翌

年
度
に
回
し
取
り
返
す
と
の

事
だ
が
そ
れ
で
は
今
後
も
後

回
し
に
さ
れ
る
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
。
道
路
新
設
な

ど
、
そ
の
年
ご
と
の
課
題
は

今
後
も
あ
る
中
で
漏
水
対
策

は
毎
年
必
ず
確
保
す
る
強
い

姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

【
職
員
の
残
業
状
況
に
つ

い
て
】
協
定
を
結
ん
で
い
る

と
は
い
え
、
４
５
時
間
ど
こ

ろ
か
８
０
時
間
、
１
０
０
時

間
を
超
え
る
残
業
が
特
定
の

時
期
に
限
っ
て
と
は
い
え
、

常
態
化
し
て
い
る
の
は
異
常

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

必
要
な
人
員
体
制
を
確
保

し
、
一
日
も
早
く
こ
の
よ
う

な
状
態
は
改
善
す
る
べ
き
で

あ
る
。 

 

 

前
号
で
県
議
会
が
カ
ジ
ノ
推

進
決
議
を
自
公
な
ど
多
数
で
可

決
し
反
対
は
共
産
党
な
ど
６
人

だ
っ
た
こ
と
を
掲
載
。
昨
年
末
に

共
産
党
参
院
議
員
の
大
門
実
紀

史
氏
が
「
カ
ジ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
い

う
四
六
版
の
書
籍
（
新
日
本
出
版

社
刊
２
３
５
ペ
ー
ジ
）
を
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
巻
頭
言
の
「
は
じ
め

に
」
を
今
一
度
読
み
、
改
め
て
安

倍
晋
三
と
い
う
人
物
の
未
来
観

に
恐
怖
を
覚
え
ま
し
た
。 

一
九
八
〇
年
代
の
後
半
、
世
界

的
な
金
融
の
自
由
化
と
リ
ス
ク

の
高
い
金
融
商
品
が
作
ら
れ
、
イ

チ
か
バ
チ
か
の
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム

の
世
界
に
変
質
し
０
８
年
に
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
言
う
世

界
的
な
金
融
危
機
が
起
こ
り
、
日

本
で
も
大
規
模
な
「
派
遣
切
り
」

や
格
差
と
貧
困
が
広
が
り
ま
し

た
。
一
握
り
の
大
投
資
家
や
胴
元

だ
け
が
太
り
続
け
る
賭
博
の
世

界
で
す
。 

 

安
部
政
権
の
経
済
政
策
と
し

て
二
〇
一
八
年
七
月
自
公
維
で

「
カ
ジ
ノ
法
」
を
強
行
。
特
に
日

本
の
高
齢
者
の
資
産
を
ア
メ
リ
カ
の

カ
ジ
ノ
企
業
に
差
し
出
す
究
極
の
売

国
法
で
あ
り
、
国
家
を
あ
げ
て
賭
博

に
の
め
り
こ
む
も
の
で
す
。
賭
博
の

目
的
は
株
価
の
引
き
上
げ
と
ア
メ
リ

カ
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
で
、
そ
の

た
め
に
一
つ
は
日
本
銀
行
の
マ
ネ
ー

を
使
っ
た
賭
博
で
す
。「
異
次
元
の
金

融
緩
和
」
と
か
で
日
銀
を
意
の
ま
ま

に
「
ア
ベ
銀
行
」
に
し
安
部
政
権
の

サ
イ
フ
代
わ
り
で
す
。
大
企
業
や
大

株
主
、
外
国
人
投
資
家
は
大
儲
け
だ

が
日
銀
は
大
量
の
国
債
（
金
銭
上
の

債
務
）
と
株
を
か
か
え
込
み
ま
す
。

も
う
一
つ
は
私
た
ち
の
老
後
の
資
金

で
あ
る
年
金
積
立
金
を
元
手
に
し
た

賭
博
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
国
債
や
株

価
を
さ
さ
え
る
た
め
に
売
国
の
マ
ネ

ー
ゲ
ー
ム
で
す
。
ま
さ
に
カ
ジ
ノ
ミ

ク
ス
で
す
。
年
金
２
千
万
円
不
足
で

大
騒
ぎ
の
と
き
共
産
党
は
「
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を
や
め
て
年
金
積

立
金
の
活
用
を
提
案
す
る
と
、
ア
ベ

氏
は
「
馬
鹿
な
案
」
と
一
蹴
。
国
民

の
積
立
金
を
パ
ク
る
人
と
ど
ち
ら
が

馬
鹿
で
し
ょ
う
か
！
（
編
集
室
） 

 

  

和
歌
山
県
会
議
員
に
よ
る
海
外
視
察

の
報
告
書
が
Ａ
４
用
紙
１
枚
だ
け
で
あ

る
な
ど
、
ず
さ
ん
な
報
告
の
あ
り
方
が

今
年
２
月
に
報
道
さ
れ
た
問
題
で
６
月

議
会
に
引
き
続
き
議
論
さ
れ
た
。
９
月

２
６
日
に
結
論
が
出
さ
れ
た
改
善
策

は
、
視
察
参
加
者
の
代
表
が
一
般
質
問

で
報
告
す
る
だ
け
で
良
し
と
さ
れ
た
。

こ
の
結
論
に
対
し
て
、「
一
般
質
問
を
義

務
づ
け
る
や
り
方
は
他
に
聞
い
た
こ
と

が
な
い
。
改
善
と
は
言
え
な
い
」
な
ど

と
各
方
面
か
ら
厳
し
い
批
判
を
浴
び
て

い
る
。
日
本
共
産
党
が
こ
れ
ま
で
主
張

し
て
き
た
、
①
海
外
視
察
計
画
書
の
第

三
者
委
員
会
に
よ
る
審
査
と
意
見
聴

取
、
②
参
加
者
全
員
の
報
告
書
作
成
と

ネ
ッ
ト
公
開
、
③
海
外
視
察
・
議
員
派

遣
に
限
ら
ず
、
視
察
に
つ
い
て
は
基
本

的
に
報
告
書
を
公
開
な
ど
の
改
善
策
は

全
て
見
送
ら
れ
た
。
岸
本
議
長
は
マ
ス

コ
ミ
に
対
し
「
各
会
派
か
ら
報
告
書
の

公
開
と
い
う
意
見
は
出
な
か
っ
た
」
な

ど
と
答
え
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト

で
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
発
言
内
容
の
確

認
で
「
意
見
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
議
論
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
」 

と
謝
っ
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。
引
き 

続
き
県
民
に
開
か 

れ
た
議
会
に
な
る 

よ
う
に
が
ん
ば
っ 

て
ま
い
り
ま
す
。 

（
奥
村
の
り
子
） 

街頭演説する右から奥村・坂

口です。１月の党大会向けて 

いま読者と党員数を大きくし

たいので全力で頑張っていま

す。よろしくお願いします。 

 


